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⑤　開始後の新たな申し込みには対応するのか。
　⇒曲松児童センターの会議室Ｂ及び創作活動室については、今回応募が無かったた
め、年度途中で対応する可能性はある。保健福祉センター第２会議室については、通常
の利用を妨げることになるので、年度途中の対応は難しいと考えている。

出席者

②　曲松児童センターに駐車場がないことについて応募者は理解しているか。
　⇒対話の時点で確認している。応募者は別に駐車場を備えた事業展開の場所を有して
おり、児童センターでは駅前という立地を生かした事業を行うようである。

資料　公共施設の低利用時間帯の有効活用　利用申し込み一覧

④　今回は試行ということであるが、試行期間が終了して実績を検証し、その結果を踏
まえたうえで全庁的な使用料の改定に移っていくという予定でよいのか。
　⇒現時点ではそのように考えている。
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①　前回ＰＴ会議で了承いただいた募集要項に基づき、12月１日から15日までの期間で
利用者を募集したところ、４者からの応募があった。このうち３者は先立って行った活
用提案の提案者であり、対話の概要については、前回ＰＴでも提示した。１者は利用者
募集の段階で新規に応募してきた方で、書類の提出時に内容のヒアリングを行った。そ
の一方で、提案があった１者については、採算性という点で応募には至らなかった。事
務局としては、応募の４者とも募集要項の利用条件を満たし、施設を利用していただく
ことに特段の支障がないと判断するため、利用者として選定したいと考える（資料）。

開催日時

③　曲松児童センターの夜間管理委託（時間単位の契約）との関係はどのようか。
　⇒現在、施設全体で夜間利用の日数は年間の３分の２程度であり、委託時間数が増え
る可能性はあるが、委託料は使用料を下回っており、本市が赤字になるものではない。

平成

配付資料

開催場所

プロジェクトチーム年度

公共施設再配置推進課主査

こども健康部長

教育部長 政策部長（チームリーダー）

備考

１　低利用時間帯の有効活用における利用者の選定

⑥　本ＰＴとしては、応募の４者を利用者として選定することとする。許可条件等は、
今後、行政財産の使用許可の中で適切に対応する。


